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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序序序序　　　　文文文文

日本国政府は 中華人民共和国政府の要請に基づき、黄河中流域保全林造成計画にかかわる

基本設計調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施しました。

当事業団は、平成 12 年 5 月 22 日から 7月 18 日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。

調査団は、中国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施しま

した。

帰国後の国内作業の後、平成 12 年 11 月 1 日から 11 月 10 日まで実施された基本設計概要書

案の現地説明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。

この報告書が本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこ

とを願うものです。

終わりに、調査にご協力とご支援いただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成 13 年１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国 際 協 力 事 業 団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総 裁   斉藤邦彦
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝伝伝伝　　　　達達達達　　　　状状状状

今般、 中華人民共和国における黄河中流域保全林造成計画基本設計調査が終了いたし

ましたので、ここに最終報告書を提出いたします。

本調査は、貴事業団との契約に基づき弊社が平成 12 年 5 月 17 日より平成 13 年 1 月 31

日までの 8.5 ヶ月にわたり実施いたしてまいりました。

今回の調査に際しましては、中華人民共和国寧夏回族自治区の砂漠化地域の現状を充分

に踏まえ、本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適し

た計画の策定に努めてまいりました。

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　平成 13 年 1 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社団法人　海外林業コンサルタンツ協会

財団法人　林業土木コンサルタンツ(共同企業体)

中華人民共和国

黄河中流域保全林造成計画基本設計調査団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             業務主任　　　三島征一
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要　約

本報告書は平成 11 年 4 月に中華人民共和国から植林に関する無償資金協力の要請を受けて日本政府が

実施した基本設計調査の内容をとりまとめたものである。

寧夏回族自治区は黄河中流域にあり、華北、東北、西北部を含む三北地域のほぼ中央に位置する。計画対象地

は、同自治区北部の陶楽県、中部の塩池県及び霊武市に所在する。

中国が実施した1993年の全国森林資源調査によると、全森林面積は133.7 百万 ha であり、全国土面積の

約13%に過ぎない。また、中国には依然2.6 億 haの荒廃地が存在し、その内1.6 億 ha が砂漠となっている。

特に黄河中流域では 43 百万 ha に及ぶ荒廃地が広がり、土砂流出、飛砂、風食等の被害が拡散しつつある。こ

の結果、地域の農業等に多大な被害をもたらし、貧困に拍車をかけると共に、その悪影響は下流域まで及んでいる。

こうした中で 1999 年からは沿海部と内陸部の発展の地域間格差を是正していくために、西部大開発計画が推

進されているが、同計画の中には森林造成計画が重要課題として含まれている。

寧夏回族自治区の銀川市には国家林業局三北防護林建設局がおかれ、大規模な森林造成･国土緑化事業を

指導しており、積極的に砂漠化地域の緑化に取り組んできた。しかし、砂漠化地域は広大で経済的貧困地域にあ

るため、また、植林が容易ではないため砂漠化面積はなお増加している。

これまで日本政府は、寧夏回族自治区における森林分野の協力を重視してきた。例えば国際協力事業団はポ

プラ穿孔性害虫被害対策に関し中国側の要請を受けて 1994 年から｢寧夏森林保護研究計画｣を同地で実施し、

また、農林水産省林野庁は、補助事業により1989 年から7 年間にわたり、｢砂漠化地域森林復旧技術指針策定

調査事業｣を実施してきた。

しかしながら、対象となる砂漠化地域は広く様々な自然･社会経済的条件下にあるため今後より大規模に治砂

緑化を推進していくためには、事業として十分な規模の技術普及展示用モデル保全林を、異なった自然･社会経

済的条件の地域に造成するとともに、植林技術や保全林の維持管理技術情報の蓄積が急務となっている。

このような状況の中で、中国政府は、我が国に対し黄河中流域寧夏平原の砂漠化地域を対象とした4,000 ha

の保全林の造成を内容とする無償資金協力の要請を行った。

これを受けて我が国は、基本設計調査の実施を決定し、国際協力事業団は 2000 年５月 21 日から 7 月 18

日　までの 59 日間調査団を派遣し、同調査団は現地調査結果に基づき植林工事、施設建設、機材調達、維持管

理計画等をとりまとめた。さらに、 2000年11月1日から11月10日までの10日間概要説明のための調査団

を派遣し基本設計概要書の説明、協議を行った。

本計画の目的は、短期的には、

i)　 寧夏平原の砂漠化地域に人工造林により植生を回復させ、保全林を造成すること。

ii)　広く植林普及を推進するために保全林が治砂固定のモデル林としての役割を果たすため、ソフト面では

　　  農牧民への技術普及、技術試験及び保全林の維持管理に関する技術を移転すること。
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iii)　保全林造成に伴う雇用により周辺地域の農牧民の所得を向上させること、にある。

また、中･長期的には、

  

i)　 毛烏素砂漠の砂漠化拡散を防止し、その被害を抑えるため、土砂流出と飛散量を制御すること

ii)　保全林が治砂固定のモデル林として中国西部地区の砂漠化地域の治砂緑化技術普及に活用されること

iii) 植生資源の持続的な利用により,農牧民及び林業従事者の生活条件を寧夏の他の地域と同程度に向

    上させ、経済及び環境の持続的発展を図ること、を目的とする。

本計画の実施に当っては、自然条件及び環境、社会経済条件、安全衛生面に十分配慮し、次の事項を設計の

方針とした。

i)　計画対象地域及び植栽面積

　　陶楽県、塩池県、霊武市の要請対象地に4,281haの保全林を造成する。

ii)　保全林造成工事期間

林道の開設進度を見極めながら、新植は 3 回に分けて春の植栽適期に実施することとし、全体工事期間は

4年間とする。

iii)　植林工事

植栽する樹種は、総て中国原産とし、対象地域で生育･生存が確認されたものを使用する。苗木の入手は、

寧夏林業庁直営苗畑や農家から調達する。植栽方法は、中国が実施している治砂固定事業、及び日本の

農林水産省林野庁補助金による｢砂漠化地域森林復旧技術指針策定調査事業｣で実施した試験林造成事

業の成果を利用して、短期間に工事を完成させる。また、年降雨量が少ないため植栽木に枯損が発生する

ことが避けられないため補植を計画する。

iv)　施設建設工事

植林工事、及び植栽工事後の保全林の維持管理に必要な林道、特に植栽地の地下水位が低い霊武市の

計画対象地で植栽樹木の活着率を維持するのに必要な補水のための井戸ポンプ給水施設、植栽後の保

全林の保護に必要な護林員詰所、防護柵、監視所を建設する。

v)　資機材

寧夏回族自治区林業庁が植林地保護のための住民に対する研修普及宣伝活動、植林の進行管理･検査、

試験･調査、及び、保全林の維持管理に必要な最小限の車輌等機材を資機材調達の対象とする。

vi)　研修普及宣伝支援

造成した保全林が砂漠化地域の植林普及のためのモデル林として活用されるのを支援するために、

保全林の周辺農牧民への植林指導、植栽技術調査、保全林管理技術調査を内容とするソフトコン

ポーネント活動を計画に組み込む。
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　保全林造成計画面積と植栽工事の主要コンポーネントは、下表のとおりである。

　本計画の実施期間中に中国側政府が負担すべき主な項目はつぎのとおりとなる。

i)　工事開始前　－　工事対象地までのアクセス道路及び霊武市の深井戸ポンプ用給電線工事

ii)　工事中　－　調達機材を使用して行う普及、調査等活動のための中国側職員の旅費、日当、超過

勤務手当、及び車輌燃料代等、保全林の保護管理のための護林員の配置等

本計画の中央レベルでの責任機関は国家林業局であり、寧夏回族自治区レベルでは寧夏林業庁が実施

機関となり、計画終了後の維持管理の責任を持つ。計画対象地では陶楽県,塩池県、霊武市の各林業局

の造林治沙処、科学技術宣伝教育処が実施を担当する。また、本計画で実質的に工事を行う現地の請負

事業体は、各県市内で植林公共工事実績を有する民間植林会社である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に、全体工期は実施設計を含め約 40 カ月程度必要
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である｡実施に関わる総事業費は、合計で16.72億円と見積もられ､このうち日本側負担金額は概算で15.

99億円、中国側負担額は0. 73億円となる。

本計画で造成する保全林の維持管理は、治砂固定機能の持続的な発揮のために中国側が実施する。保

全林の維持管理に当たっては、家畜による被害の回避の他、樹木の成長状況、樹勢、病虫害発生、枯死

など保全林の健全度を定期的に観察調査しつつ、保全林全体の水バランスを管理するために間伐または

高木の枝落しを試行する。この調査･試行の結果を踏まえて、各林業局が長期的な保全林管理計画を作

成し、５年毎に計画を見直す。実際の施業に際しては、各林業局が作成する保全林管理計画に基づき各

現場においては林場郷鎮･村など自治体等が参加して実施する。

本計画による4,281 haの保全林森林造成によって以下の直接的裨益効果が得られる。

i)　流動砂丘の後背地に所在する農地、草地、家屋、道路等公共財産の保全

保全林帯は林内の風速を弱め、流動砂丘を固定し、移動しない砂丘にすることにより農地、草地、

家屋、道路などの埋没を防止する。また、高木林帯は林内外の風速を弱め植生の生育を助長する。

ii)　保全林造成維持管理技術の向上に貢献

植林無償事業を通じて得られる植林技術情報を収集分析することにより中国の砂漠化地域の植林

技術向上に資する科学的知見が集積する。また、環境保全に配慮した植林技術の向上が図られる。

また、間接的裨益効果として、次の効果が期待される。

i)　保全林のモデル効果

保全林は、モデル林として保全林造成の普及展示用に利用され、また、計画の実施を通じて集積

する植林技術情報は、黄河中流域の保全のための植林、及び、西部大開発の柱の一つである生態

環境林建設の砂漠化地域の保全林造成技術として広く活用される。

ii)　保全林管理に伴い発生する林産物の供給

保全林を適切に管理する過程で発生する間伐木、枝おろしによる枝等林産物が地元に供給される。

iii)　保全林造成時の労働者の雇用

計画実施期間内の労働者雇用により地元住民の所得の向上が図られる。

保全林を良好な状態で維持管理し、また、モデル林として有効に活用して行くためには次の課題が残

されており､ソフトコンポーネント活動として計画期間内には日中共同で取り組み、計画期間終了後に

は中国側が引き続き活動を続けていくことが課題となる。

i) 本計画により造成された保全林を持続的に保護するための地元向け研修普及宣伝活動

ii) 地元向け、及び広域的な研修普及宣伝活動の展開に必要な基礎的技術試験の実施と技術試験展示

林の造成･管理

iii) 保全林がモデル林として機能するための技術情報及び保全林管理情報の整備
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第 １ 章　要請の背景

１－１　プロジェクトの位置

寧夏回族自治区は黄河中流域にあり、華北、東北、西北部を含む三北地域のほぼ中央に位置

する。計画対象地は、同自治区北部の陶楽県、中部の塩池県及び霊武市に所在する。

計画対象地の位置については、口絵の「保全林造成対象地域図」及び「計画対象地位置図」のと

おりである。

１－２　国土・自然

1993 年までに行われた全国森林資源調査によると、中国の全森林面積は 133.7 百万 ha であ

り、全国土面積の約 13％に過ぎない。しかし、最近の造林・育林の努力により、造林面積は着実に増

加しており、総人工林面積は 34百万 haに達している。だが、中国には依然 2.6億 ha の荒廃地が

存在し、その内 1.6億 haが砂漠となっている。特に黄河上中流域の黄土高原周辺では 43百万 ha

に及ぶ荒廃地が広がり、土砂流出、飛砂、風食等の被害が拡散しつつある。この結果、地域の農業

等に多大な被害をもたらし、貧困に拍車をかけると共に、その悪影響を下流域まで広げている。

寧夏回族自治区は、周囲を黄土高原と砂漠に囲まれた貧困地域である。乾燥した気候であるた

め森林は少なく、森林率は 10％に過ぎない。同自治区では砂漠化が進行し、風食、風砂による農牧

業及び地域住民の生活への被害が深刻であり、経済の発展を著しく阻害している。

１－３　国家経済

　中国は約 960百万 km2の国土を持つ広大な国であるが、人口も 12億人以上に上る世界一の
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人口大国でもある。この十数年、沿海地帯や主要工業大都市の経済発展はめざましいものがあるが、

1992 年以降は経済の過熱傾向が生じ、急成長に伴う格差も拡大したため、1994 年から引き締め

基調の経済運営が行われ、1996 年には、一定の経済成長を維持しつつ（GDP 成長率は 9.7％）、イ

ンフレ抑制で成果をあげた。

一方、国民一人当りの GNP は約 860ドル（1997 年世界銀行統計）と依然として低いレベルに

あり、また、国有企業の不振、農村の停滞と地域間格差の拡大などは依然として問題となっている。

また、長江や黄河中上流地域の草原地帯は現在なお毎年 200 万 ha 規模で劣化、砂漠化、塩類

化しており下流域にも洪水、黄砂等の被害が及んでいる。1996 年 3 月には、国民経済・社会発展

のための第 9次 5カ年計画及び 2010 年までの長期計画が策定され、2000年までに国民一人当

たりの GNP を 80 年の 4 倍とし、2010 年に GNPを更に倍増させるという目標を掲げるとともに、

経済の安定とバランスを重視し、量より質に重点を置き、持続可能な経済成長を提唱している。また、

1999 年からは沿海部と内陸部の発展の地域間格差を是正していくために、西部大開発計画が推

進されているが、同計画の中には生態林建設計画が重要課題として含まれている。

１－４　当該セクターの現状と問題点

寧夏回族自治区の銀川市には国家林業局三北防護林建設局がおかれ、大規模な生態建設工

事（森林造成・国土緑化事業）を指導しており、同自治区においても積極的に砂漠化地域の緑化に

取り組んできた。しかし、砂漠化地域は広大で経済的貧困地域にあるため、また、技術的に植林が

容易ではない地域にあるため砂漠化面積はなお増加している。このため中国政府はかねてから国際

社会の協力を呼び掛けてきた。

中国側は灌漑農業地帯や道路など公共施設の保護のための防護林造成を優先して実施してき
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た。この防護林造成にはポプラを主体とした少数の樹種が大量に用いられたため特にポプラ穿孔性

害虫による被害が蔓延した。このため中国側の要請を受けて国際協力事業団は 1994 年から「寧

夏森林保護研究計画」を同地で実施しており、穿孔性害虫による植林木の被害回避の研究協力

を行っている。

一方、砂漠化が進行している牧畜用草地及び畑作地帯での砂漠化防止・植生回復のための保

全林造成には立ち後れが目立っている。

我が国農林水産省林野庁は、補助事業により 1989年から 7年間にわたり、「砂漠化地域森林復

旧技術指針策定調査事業」で 50ha 規模の試験林を 2 カ所造成し、牧畜草地及び天水畑作地

帯における砂漠化地域の保全林造成技術の開発を推進してきた。この開発技術の特徴は、一時に

多樹種を植栽し、藁製砂止めと草本種子を補助的に用いて短期間に保全林を造成するものである。

しかしながら、対象となる砂漠化地域は広く様々な自然・社会経済的条件下にあるため今後、より

大規模に治砂緑化を推進していくためには、事業的に十分な規模の技術普及展示用モデル保全林

を異なった自然・社会経済的条件の地域に造成するとともに、植林技術や保全林の維持管理技術

情報の蓄積をして行くことが急務となっている。

１－５　要請の内容

要請の内容は、計画対象地に 4,000haの治砂固定のモデルとなる保全林を造成すること、及び、

保全林を造成・維持管理するのに必要な施設建設、資機材の調達である。その具体的内容は表１－

１「要請内容（対象地と面積）」、表１－２「要請内容（施設と資機材）」のとおりである。

なお、治砂固定とは、地表上部は植生で覆われ、また、地表面は皮膜状の土壌が形成されることに
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よって流動砂丘の移動が止まり、飛砂の発生源にもならない状態にすることを言う。計画対象地は年

に数メートル移動する流動砂丘で覆われており移動する砂丘により隣接地が埋没し、また、飛砂によ

り広い範囲の農地・農作物などへの被害をもたらしている。日本における類似例は海岸砂丘であり、

治沙固定の植林工事例は、鳥取砂丘など各地の海岸の飛砂防備保安林造成工事である。

  

表１－１　「黄河中流域保全林造成計画要請内容(保全林造成計画対象地と面積)」
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表１－２　黄河中流域保全林造成計画要請内容(施設・資機材)
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